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新学習指導要領の実施にともなう『のびる子（通知票）』の変更について 

 

平素は、本校の教育活動にご理解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。さて、

本年度より小学校では新学習指導要領が本格実施となり、教科書も改訂されました。今回

の改訂ではこれからの時代に必要な力を育むために、『主体的・対話的で深い学び』の実

現に向けての授業になります。それにともない、下記のように『のびる子（通知票）』の

改訂をさせていただきます。 

また、例年と異なり１学期が約２か月となり、学習指導計画の変更や新型コロナウイル

ス感染症対策のために学習方法を見直したものもあります。短い１学期ではありますが、

子どもたちのがんばりを伝えるため、１学期末までに学習を終えて評価まで終わったもの

のみになりますが、『のびる子（通知票）』でも学習の様子をお伝えします。 

なお、１学期に予定されていた学習内容で履修できなかったものについては、夏休みの

短縮や７時間授業の実施で授業時間を確保し、２学期末には１・２学期の学習内容の履修

を終える計画を立てています。ご理解ご協力をいただきますようにお願いします。 

 

記 

 

１．新学習指導要領の実施にともなう、通知票の改訂について 

①全教科において、新学習指導要領に示されている３つの観点で学習の様子を 

（よくできる◎ できる〇 がんばろう△）のいずれかでお伝えします。 

 

※教科によっては、観点をさらに分けて評価している場合があります。 

※１年生の１学期は、（できる〇 がんばろう△）のいずれかでお伝えします。 

  

②外国語教育が導入され、５・６年生の外国語活動は教科化されて外国語科となり、

文章表記から３つの観点の評価に変わります。（１・２・３・４年生の外国語活動

はこれまで同様文章表記です。） 

知識・技能 何を理解しているか、何ができるか 

思考・判断・表現 理解していること・できることをどう使うか 

主体的に学習に取り組む態度  どのように社会・世界と関わり、 よりよい人生を送るか 

家  

 

２．通知票作成の電子化について 

   千早赤阪村では、今年度より公簿類が電子化され、それに伴って通知票も

電子化されました。 

①毎学期印刷した通知票をお渡しします。各家庭で大切に保管して下さ

い。 

    

②３つの観点で評価するため、学習の記録の項目は毎学期共通の表記と

なります。そのために表記されている学習内容でも、その学期には学

習していないものが含まれることがあります。 

  

（例）６年社会…歴史のみ学習した学期でも「日本の政治の仕組みや歴史、世界との 

つながりについて、調べたりまとめたりして理解する」と表記されている。 

 

③総合所見に加え、特別の教科道徳についても３学期のみ記入します。 

 

３．通知票のレイアウト（一部） 

      学習状況の ◎ は、よくできる 

           〇 は、できる 

            △ は、がんばろう 

           ／ は、その学期に実施していない学習内容 を表します。 


